
【家庭・地域との協働】

〈授業改善のテーマ・重点〉

（授業改善テーマ）
確かな学力の定着・向上を図る学習指導の充実と低学力層の底上げ
（授業改善の重点）
1授業中の自己選択・自己決定の場の確保　2考え、討論する授業の構築
3基礎・基本的な内容を鍛える場の明確化

【授業改善】

低学年　自分の考えを発表させる。
中学年　自分と友だちの考えの違
いに気付かせる。
高学年　多様な考えを練り合い、よ
り良い考えにまとめさせる

〇食育を通して、朝ご飯の重要性を知
らせる。
〇毎日、子どもに宿題をしたか声かけ
をする。
〇授業参観後アンケートを実施し、意
見聴取し、学校学級経営に生かす。

〇10分×学年＋10分の家庭学習時間
の定着
〇毎日の提出率確定
〇年間の目標冊数を目指した家庭読
書（低120　中80　高50)

（達成指標）

〈家庭・地域の検証指標〉

〇早寝・早起き・朝ごはん・家読書
の習慣化の推進
〇小中合同で先手あいさつ・無言
掃除・無言移動の取組

〈取組指標〉 〈取組指標〉 〈家庭・地域の取組指標〉

児童
生徒
の

課題

指導
の

状況

・一人一人が自ら思考した結果をノートに記述し、それをもとに立場の違いを明確にした話し合い授業が成立する授業を1
日1回以上の実施。教師アンケート76％→79％

2 その他の学力向上に向けた指導の取組状況

・一人一人が自ら思考した結果をノートに記述し、それをもとに立場の違いを明確にした話し合い授業が成立する授業を1
日1回以上の実施。教師アンケート76％→79％
・家庭との連携による家庭学習の確保（10分×学年+10分）保護者アンケート82％→86％（達成）
・学習規律を守らせて授業に取り組んでいる教師アンケート89％→95％（増加）

1 組織的な授業改善の取組状況

　　　各種学力調査の分析結果から明らかになった課題

1各種学力調査の分析結果から明らかになった課題

・各学年の単元テスト正答率60％以下は、1年生国・算0人　2年生国3人算2人　3年生国・算・理2人

4年生国8人算4人理4人　5年生国・算0人理1人　6年生国・算8人理1人という結果だった。

2授業改善の検証指標に照らし合わせて評価した状況

・「一人一人が自ら思考した結果をノートに記述し、それをもとにペア・グループ活動などの交流の場

を設定する授業を1日1回以上実施する」が79％にとどまっている。

　　　　各種学力調査の分析結果から明らかになった課題
1各種学力調査の分析結果から明らかになった課題

・単元テストの結果から国語では漢字・話す・聞く、算数では思考・判断・表現の正答率が下がる傾向

にある。

2授業改善の検証指標に照らし合わせて評価した状況

・話し合い活動ができにくい状況があるが、自分の考えをもつような仕組みを授業に位置付けられて

いない実態がある。

【別紙様式1】

学力状況について 学習状況について

大分市立長浜小学校　学力向上プラン1（9月）

学校教育
目標

はつらつとして　　～伸びる子　　強い子　　やさしい子～

育成を目指す
資質・能力

自分の考えをまとめてノートに書く力
自分の考えを持ち、伝えあうことでさらに考えを深める力

〇朝ごはんを食べて登校する子どもを
保護者アンケートで95％以上
〇家庭学習の時間が身に付いている
90％以上
〇年3回、学校の授業を参観する。

・学年ごとに「学力向上の取組」を設定し、学期ごとに振り返り、次学期のめあてを決める。
・課後等に個別指導を行う。

【授業改善以外の学力向上の取組】

学力に関する達成指標

〇授業改善を進め、一人一人が自ら思考した結果をノートに記述し、それを基に、ペア・グループ活動などの交流の場を設定する
授業を1日1回以上（100％）実施
〇下位層児童への個別の目標の設定（スモールステップ）
〇個別指導や補充学習を行い、単元テスト結果の向上（下位層5％以下）
〇図書室を活用し、調べ学習や読書活動を充実させ、読書の習慣化を図る（低120冊　中80冊　高50冊以上達成90％以上）

〈検証指標〉 〈検証指標〉

子どもによる学校評価アンケートに
おいて「授業中自分の考えをノート
に書くことができた」と回答する子ど
もの割合90％以上

子どもによる学校評価アンケートに
おいて「自分の考えを進んで発表し
ている」と回答する子どもの割合
80％以上

今後の
具体的
な取組

〈取組内容〉 〈取組内容〉 〈家庭・地域の取組内容〉

〇1時間の授業の中に、自分の考え
や立場をもつ時間を確保する

〇1時間の授業の中に、自分の考え
をもとに友だちと交流し合うことので
きる授業課題を準備する

低学年　自分の考えを書かせる。
中学年　自分の考えを理由づけて書か
せる。
高学年　自分の考えや友だちの考えか
ら生まれた新たな考えを書かせる。

取組番号⑯


